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すべて原案
どおり可決

H28度決算
12件

条例改正
３件

人事案件
３件

工事請負契約
２件

議員提出議案
２件

H29度補正予算
６件

市道路線の廃止・認定
各１件

条例廃止
１件

H29年
第３回
定例会
会　期

8月31日から
9月20日まで

民
生
費 

28.1％

労
働
費・商
工
費 

2.0％

公
債
費（
借
金
の
返
済
） 

11.2％
土
木
費 

8.0％

そ
の
他
の
支
出 

6.2％

衛
生
費 

7.5％
消
防
費 

4.4％

農
林
水
産
業
費 

5.3％

教
育
費 

15.3％

平
成
28
年
度 

重
点
事
業
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更なる将来負担の軽減、
自主財源の確保を!!
更なる将来負担の軽減、
自主財源の確保を!!

歳出 234億　313万円
前年度比△0.3％

定住促進事業
市内に住宅を取得する子育て世帯等
に対し、住宅取得奨励金を交付
新築及び建売住宅　50万円
中古住宅　25万円

　泉坂下遺跡保存事業

貴重な再葬墓遺跡の適切な保護、
保存の取り組みを実施

第二中学校整備事業
校舎及び屋内運動場の改築工事

地域おこし協力隊事業

地域おこし協力隊員4名を配置

東京オリンピック・
パラリンピック推進事業
パラオ共和国選手団の事前キャンプ
地誘致の取り組みを実施

美和小学校整備事業
屋内運動場の耐震化を図るための
改築経費等

3,500万円

875万9千円

11億9,429万7千円

1,421万4千円

685万9千円

2億8,946万2千円

更なる将来負担の軽減、
自主財源の確保を!!



平成28年度
決　算

国
庫
支
出
金・県
支
出
金 

16.5％

民
生
費 

28.1％
市
債（
借
金
） 

8.8％

そ
の
他
の
収
入 

4.1％

市
税 

19.9％

議
会
費 

0.9％

繰
入
金 

4.8％

交
付
税・交
付
金 

38.4％

総
務
費 

11.1％
繰
越
金 

7.5％

《監査委員の意見》

特別会計・事業会計決算額
会　　　計　　　名 歳　　入 歳　　出

国民健康保険特別会計 事業勘定 60億7,260万円 58億1,951万円
診療施設勘定 2億   661万円 1億8,483万円

公共下水道事業特別会計 7億6,766万円 7億1,121万円
公営墓地特別会計 8,004万円 691万円
農業集落排水事業特別会計 5億3,886万円 5億2,196万円
介護保険特別会計 50億5,964万円 48億5,806万円
宅地造成事業特別会計 2,172万円 2,142万円
戸別浄化槽整備事業特別会計 4,545万円 4,499万円
温泉事業特別会計 3億4,476万円 3億1,894万円
後期高齢者医療特別会計 4億5,747万円 4億4,928万円
那珂地方公平委員会特別会計 77万円 4万円

上水道事業会計 収益的収支 14億2,855万円 12億8,690万円
資本的収支 1億5,758万円 4億7,538万円

合　　　　　計 151億8,171万円 146億9,943万円

　自主財源の根幹である市税が市民税、固定資産税及び軽自動車税で増加したものの、各
種交付金、地方交付税が減少するなど依然として厳しい財政状況であった中、人件費や公
債費等の経常経費の削減を図ることにより相応の健全性を維持することができた。
　しかしながら、普通交付税の減収が見込まれるほか、合併特例事業債の発行期限が迫り、
歳出面においても、依然として厳しい財政運営が続くことが予想される。
　今後の行財政運営に当たっては、市債残高の縮減など将来負担の軽減を図る取り組みを
推進されたい。自主財源については、あらゆる角度から収納の増加につながる取り組みに
努めるとともに適切な規模の基金の確保など、中長期的視点に立った健全な財政運営に向
けて引き続き鋭意努力されたい。
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一 般 会 計一 般 会 計

歳入 248億6,835万円
前年度比△1.8％

一 般 会 計



Ｑ　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
ど
の
様
な
効
果
が
あ
る
の
か

Ａ　
①
市
内
の
移
住
を
お
手
伝
い
す
る
「
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」、

②
農
家
民
泊
の
推
進
、
③
地
域
情
報
の
発
信
、
④
諸
沢
・
北
富
田

地
区
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
活
性
化
が
図

ら
れ
て
い
ま

す
。

Ｑ　
市
内
循
環
バ
ス
利
用
者
の
上
位
５
路
線
は

Ａ　
１
位
、
小
瀬
高
コ
ー
ス
（
常
陸
大
宮
駅
・
野
口
経
由
）。

　
　

２
位
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ス
。　

　
　

３
位
、
温
泉
循
環
コ
ー
ス
。　

　
　

４
位
、
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ス
（
野
口
・
三
美
経
由
）。　

　
　

５
位
、
小
瀬
高
コ
ー
ス
（
玉
川
村
駅
・
塩
田
経
由
）。

（委員長：武石寿長 議員　副委員長：坂本繁輝 議員）

Q&A
pick up

Ｑ　
広
報
常
陸
大
宮
の
配
布
率
は

Ａ　
大
宮
地
域
72
％
、
山
方
地
域
92
％
、
美
和
地
域
１
０
０
％
、
緒
川

地
域
１
０
０
％
、
御
前
山
地
域
92
％
の
配
布
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ　
常
陸
大
宮
市
の
大
使
は
35
人
と
な
っ
て
い
る
が
適
数
な
の
か

Ａ　
大
使
の
定
数
は
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
の
た
め
に
貢
献

を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
適
任
者
が
い
れ
ば
大

使
に
お
願
い
し
ま
す
。
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集中審議

財
政
・
ま
ち
づ
く
り

市内循環バス 地域おこし協力隊員



Ｑ　
中
学
生
海
外
研
修
事
業
の
参
加
資
格
要
件
等
に
つ
い
て

Ａ　
研
修
先
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
募
集
定
員
は
80
名
の
と
こ
ろ
、

申
込
者
72
名
で
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
資
格
は
英
検
4
級

以
上
で
、
個
人
負
担
は
14
万
6
千
円
で
す
。

Ｑ　
中
学
生
海
外
研
修
の
現
地
で
の
研
修
内
容
等
に
つ
い
て

Ａ　
５
泊
６
日
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
す
。
学
校
授
業
体
験
が
３

日
、
２
日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
の
も
と
で
過

ご
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
感
謝
の
夕
べ
を
行
い
お
世
話
に
な
っ
た

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
全
家
族
と
交
流
を
行
い
ま
す
。

Ｑ　
泉
坂
下
遺
跡
保
存
事
業
の
炭
素

同
位
体
分
析
調
査
の
詳
細
な
説

明
と
委
託
先
に
つ
い
て
は

Ａ　

遺
物
に
付
着
し
て
い
る
炭
等

を
も
と
に
遺
構
及
び
遺
物
の

年
代
等
を
調
査
し
た
結
果
、

２
４
０
０
年
か
ら
２
２
０
０
年

前
の
弥
生
時
代
の
も
の
と
判
明

し
ま
し
た
。
委
託
先
は
「
パ
リ

ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
㈱
」
で
、
平

成
28
年
６
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

予算決算常任委員会  9月8日～13日

Ｑ　
①
高
齢
者
福
祉
事
業
の
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
、②
は
り・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
事
業
、
③
寝
具
類
洗
濯
乾

燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
用
数
に
つ
い
て

Ａ　Ｑ　
介
護
予
防
・
家
族
介
護
支
援
事
業
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て

Ａ　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
一
人
暮
ら
し
の
方
等
に
配
食
し
、
利
用

者
負
担
は
１
食
３
０
０
円
で
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
通
し
て

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

地域 / 種別 ①タクシー
（人）

②はり・
　きゅう・
　マッサージ

 （件）

③寝具類
　　  （人）

大 宮 地 域 865 516 26

山 方 地 域 377 167 ７

美 和 地 域 38 20 ５

緒 川 地 域 69 9 ０

御前山地域 69 120 ５

合　　計 1418 832 43
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平成28年度決算審査

教
育
・
福
祉

泉坂下遺跡　出土状況



Ｑ　
ひ
た
ま
る
グ
ッ
ズ
（
ぬ
い
ぐ
る
み
）
の
作
製
状
況
と
着
ぐ
る
み
の
活
動
状
況
は

Ａ　
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
ぬ
い
ぐ
る
み
80
個
を
作
製
し
Ｐ
Ｒ
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
ミ
ニ
ぬ
い
ぐ
る
み
は
１
０
０
０
個
を
作
製
し
、
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
平
成
28
年

度
の
着
ぐ
る
み
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
等
へ
は
37

回
参
加
を
し
、
貸
し

出
し
は
、
35
回
あ
り

ま
し
た
。

Ｑ　
さ
さ
の
湯
の
浴
室
柱
脚
改
修
工
事
の
内
容
は

Ａ　

露
天
風
呂
に
あ
る
木

柱
の
基
礎
部
分
が
腐

食
し
た
た
め
、
改
修

し
た
も
の
で
す
。

Ｑ　
作
製
し
た
常
陸
大
宮
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
の
内
容
・
配
布
先

は

Ａ　
外
国
人
観
光
誘
客
を
促
進
す
る
た
め

に
、
２
０
０
０
部
の
英
語
版
常
陸
大

宮
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
を
作
製
し
、
道
の

駅
に
設
置
し
た
ほ
か
、
東
京
な
ど
で

の
イ
ベ
ン
ト
時
に
配
布
し
ま
し
た
。

Ｑ　
御
前
山
・
那
珂
川
観
光
強
化
事
業
の
内
容
は

Ａ　
城
里
町
と
広
域
連
携
協
議
会
を
設
置
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
御
前
山

ト
レ
イ
ル
ラ
ン（
約
７
０
０
名
参
加
）の
実
施
、

さ
ら
に
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
・
案
内
人
（
ガ

イ
ド
）
育
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｑ　
水
道
の
有
収
率
が
毎
年
下
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
が

Ａ　
地
震
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
漏
水
箇
所
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て
、
職
員
や

業
者
に
よ
る
見
回
り
を
実
施
し
、
漏
水
場
所

の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
配

水
管
の
布
設
替
え
工
事
等
を
行
い
、
有
収
率

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

6

建
設
・
産
業

昨年開催のトレイルラン大会の様子

ささの湯



平成29年度補正予算

　当決算年度も実質収支額が10億円を超え、不
用額も６億７千万円になっています。しかし、市
民からは、市は予算がないと言って、私たちの
要望に応えてくれないとの苦情を多く聞きます。
これらの不用額を、その都度補正計上し、市民
の要望事業に使うべきです。子どもの医療費助
成を人口減少・少子化対策の一環とするならば、
所得制限を撤廃するべき、高齢者福祉タクシー
事業は、利用目的の制限をなくすべき、後期高
齢者への健診等の通知は年齢で差別はしないで
行うこと、対象学年の全員が参加できない現在
の中学生海外研修事業は中止すべき等々、以上
指摘をしまして、反対討論といたします。

反  対	 金子　　卓　議員

　平成28年度決算については、法人市民税が
企業収益の伸びにより増額、固定資産税は、新
築家屋の分で増額となり、市税としては、前年
度より増額となりました。一方、普通交付税は、
合併算定替特例措置の縮減等により減額、さら
に、震災復興特別交付税は対象事業の見直しに
より減額になるなど、厳しい財政状況となりま
したが、国・県補助金及び市債等の活用により、
所要の財源を確保し、総合計画等に基づく事業
や人口減少対策に積極的に取り組むなど、各種
施策を推進し、それぞれに成果を収めており賛
成します。

賛  成	 坂本　繁輝　議員

採決の結果、賛成多数で認定されました。

平成28年度常陸大宮市一般会計歳入歳出決算討 論 討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

補正
予算
補正
予算

主 な 内 容

一般会計
●友好都市交流事業	 30万円

大館市との多面的交流及び人材育成や地場産業の活
性化を図るものです。

●アートを活用した地域活性化事業
	 500万3千円

昨年度開催した「茨城県北芸術祭」の会場の活用や
参加芸術家による体験型講座を開催し、市民の芸術
への関心を高めてもらうものです。

●がん検診受診率向上事業	 100万9千円
子宮頸がん及び乳がん検診の受診啓発を図るもので
す。

●空き家対策事業	 506万円
空き家対策の推進に関する特別措置法の施行を受け、
今後の空き家対策を推進するための実態調査を行う
ものです。

●泉坂下遺跡保存事業	 385万３千円
ガイドブック及びグッズ等を作製し、普及啓発を図
るものです。

会　　計　　名 補　正　額

一般会計（第３号） 7億3200万1千円

国民健康保険特別会計（第１号）
　　　　 事 業 勘 定
　　　　　診療施設勘定

859万5千円
297万円

公共下水道事業特別会計
（第２号） 157万9千円

農業集落排水事業特別会計
（第１号） 1828万5千円

介護保険特別会計（第１号）2億157万4千円

上水道事業会計（第１号）
　　　　 収 益 的 支 出
　　　　 資 本 的 支 出

207万6千円
4516万円
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常
陸
大
宮
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を 

改
正
す
る
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
個
人
番
号
を
活
用
し
た
情
報
の
共
有

化
、
事
務
の
簡
素
化
、
住
民
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

議
案
第
58
号

常
陸
大
宮
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
基
準
省
令
の
改
正
に
合
わ
せ
て
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
要
件
に
つ
い
て
、
５

年
ご
と
に
更
新
研
修
を
修
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
60
号

常
陸
大
宮
市
税
条
例
及
び
常
陸
大
宮
市
医
療
福

祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
現
行
の
控
除
対
象
者
の
定
義
が
「
同
一
生
計
配

偶
者
」
に
改
め
ら
れ
、
ま
た
、
所
得
税
法
の
改
正
に
伴
い
、「
同
一
生
計
配
偶
者
」

の
う
ち
、
合
計
所
得
が
一
千
万
円
以
下
で
あ
る
納
税
義
務
者
の
配
偶
者
に
つ
い

て
「
控
除
対
象
配
偶
者
」
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
文
言
整
理
で
す
。

議
案
第
59
号

常
陸
大
宮
市
髙
井
勝
利
森
を
活
か
し
緑
を
育
む
基
金

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
髙
井
勝
利
氏
か
ら
の
寄
附
に
よ
り
、

森
林
資
源
の
保
全
及
び
活
用
並
び
に

森
林
を
通
じ
た
人
材
育
成
に
係
る
施

策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
た
基
金
が
、
各
事
業
の
実

施
に
よ
り
所
期
の
目
的
を
達
し
た
こ

と
か
ら
基
金
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
61
号

条例
改正
条例
改正

廃止
条例条例
廃止

8
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◎委員長　○副委員長

◎田沢　祐男　〇坂本　繁輝　　金子　　卓
　掛札　行雄　　岡﨑　欣也　　小原　明彦

◎委員長　○副委員長

◎小森　敏雄　○三次　弘史　　秋山　信夫
　髙村　和郎　　武石　寿長　　𠮷川　美保
　冨山　和男

  議案第59号　  常陸大宮市税条例及び常陸大宮市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例

Ｑ　今回の改正によって、市民へはどのような影響があるのか
Ａ　条例上は上位法の改正による文言の整理をするのみで、条例自体の制度が変わるわけではありませ
んが、法改正により1,000万円以上の納税義務者の配偶者控除が無くなり、そのほか所得により段階的
に控除額が減っていきます。

  議案第60号　  常陸大宮市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

Q　今回の改正によって、業務上の影響があるのか、また、市内２カ所にある地域包括支援センター
の人員構成は
A　この改正による業務上の影響はありません。大宮地域全域を担当する南部地域包括支援センター及
び、山方・美和・緒川・御前山を担当する北部地域包括支援センターの人員構成は、それぞれ６名です。

総　務

文教福祉

常任委員会審査 pick up

9 議会広報第52号

 【市外局番：0295】
介護高齢課 TEL 52-1111（代）
山 方 支 所 TEL 57-2121（代）
美 和 支 所 TEL 58-2111（代）
緒 川 支 所 TEL 56-2111（代）
御前山支所 TEL 55-2111（代）

お問い合わせ先

担当地区 電話番号

南部地域包括支援センター（大宮地域全域） 53-6810

在宅介護支援センター「ドルフィン」 大宮第二中学校区 53-1191

在宅介護支援センター「おおみや」 大宮中学校区
（若林・小野・三美地区を除く） 58-8021

在宅介護支援センター「よつば」 旧大宮第一中学校区
（若林・小野・三美地区を含む） 55-8850

担当地区 電話番号

北部地域包括支援センター（山方地域、美和地域、緒川地域、御前山地域） 57-3326

在宅介護支援センター「やまがた」 山方中学校区 58-5002

在宅介護支援センター「みわ」 旧美和中学校区 58-3882

在宅介護支援センター「おがわ」 旧緒川中学校区 56-2481

在宅介護支援センター「ごぜんやま」 御前山中学校区 55-3620

介護に関する相談・介護予防に関すること

介護認定・

介護サービスに関すること

介護高齢課 TEL 52-1111（代）
高齢者福祉事業に関すること
介護保険料に関すること



議  員  提  出  議  案議  員  提  出  議  案

議
提
第
６
号

●
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書

　

学
校
現
場
に
お
け
る
課
題
が
複
雑
化
・
困
難
化
す
る
中

で
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
教
材
研
究
や
授
業
準
備
の
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
職
員
定
数
改

善
な
ど
の
施
策
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
公

財
）
連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
の
教
職
員
の
働
き
方
・

労
働
時
間
に
関
す
る
報
告
書
に
よ
る
と
、
７
～
８
割
の
教

員
が
一
月
の
時
間
外
労
働
が
80
時
間
（
過
労
死
ラ
イ
ン
相

当
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
１
割
が
す
で
に
精
神
疾
患
に

罹
患
し
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
な
ど
が
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。
明
日
の
日
本
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

育
む
学
校
現
場
に
お
い
て
、
教
職
員
が
人
間
ら
し
い
働
き

方
が
で
き
る
た
め
の
長
時
間
労
働
是
正
や
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
き
め
細
や
か
な
教
育
の
実
現
の
た
め

に
、
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
教
職
員
定
数
改
善
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
つ
い
て
は
、「
三
位
一

体
改
革
」
の
中
で
国
庫
負
担
率
が
２
分
の
１
か
ら
３
分
の

１
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
自
治
体
に
お

い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
独
自
財
源
に
よ
る
定

数
措
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
自
治
体
の
財
政
を

圧
迫
し
て
い
ま
す
。
国
の
施
策
と
し
て
財
源
保
障
を
し
、

子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水
準

の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上
の
要
請
で
す
。
ゆ

た
か
な
子
ど
も
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
の
条
件
整
備
は

不
可
欠
で
す
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
地
方
教
育

行
政
の
実
情
を
十
分
に
認
識
さ
れ
、
地
方
自
治
体
が
計
画

的
に
教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
下
記
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま

す
。

記

１　

き
め
細
や
か
な
教
育
の
実
現
の
た
め
に
少
人
数
学
級

　

を
推
進
す
る
こ
と
。

２　

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
。

提
出
先

　

衆
議
院
議
長

　

参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣

　

財
務
大
臣

　

総
務
大
臣

　

文
部
科
学
大
臣

●
常
陸
大
宮
市
議
会
委
員
会
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

議
員
定
数
の
減
員
に
よ
り
常
任
委
員
会
の
定
数
を
見

直
す
こ
と
及
び
常
任
委
員
会
の
所
属
に
関
す
る
規
定
を

設
け
る
こ
と
に
伴
い
、
常
陸
大
宮
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会
の

委
員
数
７
人
を
そ
れ
ぞ
れ
６
人
に
改
め
、
ま
た
、
議
員

は
常
任
委
員
会
（
総
務
・
文
教
福
祉
・
経
済
建
設
）
の

う
ち
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
常
任
委
員
会
に
所
属
す
る

も
の
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
長
は
、
議
会
の
議
決
に

よ
り
常
任
委
員
を
辞
任
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

※
こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
８
月
６
日
か
ら
適
用

　

し
ま
す
。

議
提
第
７
号
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議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第 46 号 平成28年度常陸大宮市一般会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第 47 号 平成28年度常陸大宮市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第 48 号 平成28年度常陸大宮市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第 49 号 平成28年度常陸大宮市公営墓地特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第 50 号 平成28年度常陸大宮市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第 51 号 平成28年度常陸大宮市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第 52 号 平成28年度常陸大宮市宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第 53 号 平成28年度常陸大宮市戸別浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第 54 号 平成28年度常陸大宮市温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第 55 号 平成28年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第 56 号 平成28年度那珂地方公平委員会特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第 57 号 平成28年度常陸大宮市上水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算の認定について 予算決算 可決及び認定

議案第 58 号 常陸大宮市個人情報保護条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第 59 号 常陸大宮市税条例及び常陸大宮市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第 60 号 常陸大宮市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例 文教福祉 可決

議案第 61 号 常陸大宮市髙井勝利森を活かし緑を育む基金条例を廃止する条例 経済建設 可決

議案第 62 号 工事請負契約の締結について（辰ノ口橋耐震補強工事） 可決

議案第 63 号 市道路線の廃止について 可決

議案第 64 号 市道路線の認定について 可決

議案第 65 号 平成29年度常陸大宮市一般会計補正予算（第３号） 予算決算 可決

議案第 66 号 平成29年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第 67 号 平成29年度常陸大宮市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第 68 号 平成29年度常陸大宮市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第 69 号 平成29年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第 70 号 平成29年度常陸大宮市上水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第 71 号 教育委員会委員の任命について（野口平　諸澤信子氏） 同意

議案第 72 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について（下檜沢　井野上猛氏） 同意

議案第 73 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について（照山　木村悟氏） 同意

議案第 74 号 工事請負変更契約の締結について（デジタル防災行政無線システム（同報系）整備工事） 可決

議提第 ６ 号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 可決

議提第 ７ 号 常陸大宮市議会委員会条例の一部を改正する条例 可決

平成 2 9 年 第 ３ 回 定 例 会 議 決 一 覧
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◆賛否の分かれた議案等

議案
番号 件　　　　　　　名 議決

結果

議　　　　　　員　　　　　　名
黒
部　
博
英

小
原　
明
彦

大
瀧
愛
一
郎

岡
﨑　
欣
也

三
次　
弘
史

坂
本　
繁
輝

冨
山　
和
男

大
貫　
道
夫

小
森
敬
太
郎

𠮷
川　
美
保

小
森　
敏
雄

田
沢　
祐
男

川
上　
　
博

武
石　
寿
長

髙
村　
和
郎

岡
﨑　
榮
一

淀
川　
茂
樹

掛
札　
行
雄

秋
山　
信
夫

金
子　
　
卓

議案
第46号

平成28年度常陸大宮市一般会計
歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第47号

平成28年度常陸大宮市国民健康
保険特別会計歳入歳出決算の認定
について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第51号

平成28年度常陸大宮市介護保険
特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第53号

平成28年度常陸大宮市戸別浄化
槽整備事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第55号

平成28年度常陸大宮市後期高齢
者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第57号

平成28年度常陸大宮市上水道事
業会計利益の処分及び歳入歳出決
算の認定について

可決
及び認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第58号

常陸大宮市個人情報保護条例の一
部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第59号

常陸大宮市税条例及び常陸大宮市
医療福祉費支給に関する条例の一
部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

陳情
第２号

「東海第２原発の20年延長申請に
反対する意見書」提出を求める陳
情書

趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 棄
権 ○ ○ ○ ●

○：賛成　　●：反対 『－』：議長は採決に加わりません。

　平成25年３月の市議会定例会より本会議の一般質問の模様については、本会議終了後、おおむね
１週間でインターネットから視聴が可能となり、24時間いつでもインターネット上で録画映像をご
覧いただけます。

インターネットで議会映像（録画）をご覧いただけます。

★常陸大宮市議会のホームページから以下の手順でご覧いただくことができます。
　ホームページアドレス　http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/page/dir000074.html

１ ２ ３

12

『議会中継』をクリック

『録画配信を見る』をクリック

②『一般質問』の開催日を選択し、クリック
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今回６人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。

小原　明彦  議員　…………………　Ｐ14
　　◇地域おこし協力隊について
　　◇障がい者支援について
　　◇保育園事業について

黒部　博英  議員　…………………　Ｐ15
　　　地域おこし協力隊について
　　◇子供たちの安全確保について
　　◇学校給食について
　　　ふるさと納税について

金子　　卓  議員　…………………　Ｐ16
　　◇国保の都道府県単位化について
　　　公共交通について
　　◇地域創生まちづくり事業について
　　　原子力防災車について

三次　弘史  議員　…………………　Ｐ17
　　◇人口減少問題対策について
　　　市職員の条例定数について
　　　太陽光発電施設問題について

大貫　道夫  議員　…………………　Ｐ18
　　◇教育行政について
　　　公共施設等老朽化対策について
　　　財政政策の運営方針について
　　　市政運営と市民の声について

𠮷川　美保  議員　…………………　Ｐ19
　　◇教育行政について
　　◇広報広聴について

市
政
を
問
う

◇一般質問の模様については、インターネットから視聴することが
　できます。詳しくは、12ページをご覧ください。

◇一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　定例議会において、各議員が住民の代表として、市の行政全
般にわたり市当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策の見直し新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは…

市
政
を
問
う

一般質問
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一 問質般

小原　明彦
議員

　

２
０
１
９
年
、
第
２
回
県
北

芸
術
祭
の
開
催
も
決
定
し
、
新

た
な
担
当
隊
員
と
し
て
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
分
野
に
精
通
さ
れ

た
方
の
募
集
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

隊
員
の
活
動

を
通
じ
て
地

域
の
活
性
化
、
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
、
そ
し

て
活
動
の
経
験
を
活
か
し
隊
員

が
本
市
に
定
住
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
業
務
で
あ
る
か
な
ど
慎

重
に
調
査
、
研
究
し
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
手
助
け
を
必
要
と
さ
れ
る
方

と
手
助
け
を
し
て
下
さ
る
方
を

つ
な
ぐ
あ
た
た
か
な
常
陸
大
宮

市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
味
で
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の

導
入
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

日
常
生
活
は

も
と
よ
り
緊

急
時
や
災
害
時
に
使
用
す
る
こ

と
で
本
人
や
支
援
す
る
人
の
安

心
に
つ
な
が
り
障
が
い
の
あ
る

方
へ
の
地
域
社
会
全
体
の
理
解

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
工
業
規
格
（
Ｊ

Ｉ
Ｓ
）
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が
追

加
さ
れ
全
国
共
通
マ
ー
ク
に
な

り
ま
し
た
の
で
ど
う
対
応
す
る

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
障
が
い
に
よ
り
家

庭
の
生
活
が
左
右
さ
れ
ま
す
。

国
で
も
重
症
心
身
障
が
い
児
施

設
を
各
市
町
村
に
確
保
す
る
目

標
を
定
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
本

市
で
も
支
援
施
設
の
設
置
を
進

め
る
べ
き
で
あ
り
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。

地
域
に
お
け

る
障
が
い
者

支
援
施
設
の
あ
り
方
な
ど
を
障

害
者
自
立
支
援
協
議
会
や
関
係

機
関
等
と
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

社
会
学
の
大
学
教
授
よ
り「
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
。
お
母
さ
ん
が

安
心
し
て
保
育
所
に
預
け
ら
れ

れ
ば
働
き
や
す
く
な
り
家
計
所

得
が
増
え
企
業
の
生
産
性
も
向

上
す
る
。
ま
た
、
よ
い
保
育
環

境
が
あ
れ
ば
子
ど
も
の
発
達
も

良
好
に
な
り
政
府
に
と
っ
て
も

税
収
が
増
え
経
済
成
長
に
つ
な

が
り
出
生
率
も
好
転
す
る
」
と

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
も
潜
在
待
機
児
童

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
保
育
園

事
業
を
精
査
、
見
直
し
を
図
り

小
規
模
保
育
事
業
の
導
入
を
進

め
る
べ
き
で
あ
り
、
考
え
を
伺
い

ま
す
。

今
後
、
計
画

の
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
く

中
で
小
規
模
保
育
事
業
等
の
地

域
型
保
育
の
拡
充
が
必
要
か
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
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導入が期待されるヘルプカード

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は

地
域
創
生
部
長
／

調
査
、
研
究
し
検
討
し
て
い
き
ま
す

保
育
園
事
業
に
つ
い
て
は

保
健
福
祉
部
長
／

地
域
型
保
育
の
拡
充
が
必
要
か
検
討
し
て
い
き
ま
す

地
域
創
生
部
長

障がい者支援に
ついては
保健福祉部長／
関係機関等と検討を
進めていきます。

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長



一 問質般

黒部　博英
議員

　

通
学
路
の
危
険
箇
所
と
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

常
陸
大
宮
市

通
学
路
安
全

対
策
協
議
会
を
開
催
し
合
同
点

検
を
実
施
し
対
応
可
能
な
箇
所

か
ら
順
次
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
特
に
危
険
と
判
断
さ
れ
た

81
カ
所
の
う
ち
62
カ
所
は
、
既

に
、
歩
道
及
び
横
断
歩
道
の
整

備
道
路
規
制
標
識
の
設
置
や
路

側
帯
の
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
に
よ

り
整
備
済
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
対
策
が
必
要
な

箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
関
係
機

関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の

家
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

現
在
、
市
内

９
３
６
カ
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
定
期
的

に
訪
問
を
し
、
機
能
の
確
認
、

関
係
情
報
の
交
換
、
そ
し
て
継

続
的
な
協
力
依
頼
に
努
め
て
い

ま
す
。
設
置
後
12
年
以
上
経
過

し
て
い
る
の
で
、
看
板
の
更
新

を
進
め
ま
す
。

　

設
置
場
所
の
確
認
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

通
学
路
途
中

に
あ
る
子
供

を
守
る
１
１
０
番
の
家
の
所
在

や
そ
の
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
、

学
級
指
導
や
集
団
登
下
校
の
際

に
、
適
切
な
指
導
を
行
い
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
楽
し
み
の
一
つ

で
あ
る
学
校
給
食
に
ど
の
よ
う

な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

子
供
た
ち
が

お
い
し
く
感

じ
、
楽
し
く
食
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
全
国
学
校
給
食
甲

子
園
に
応
募
し
た
り
、
子
供
た

ち
の
要
望
を
取
り
入
れ
た
リ
ク

エ
ス
ト
給
食
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し

な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
を
第
一
に
考
え
た
学

校
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
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学校給食について
教育長／
子供たちの栄養のバランスを第一に

子どもを守る
１１０番の家について
教育部長／
安全に利用できるよう
周知徹底を図る

通学路の危険箇所と
改善策について
教育部長／
関係機関との連携を強化

教
育
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

更新される予定の看板



一 問質般

金子　　卓
議員

　
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税

が
問
題
と
な
る
中
、
国
保
の
運

営
主
体
が
来
年
４
月
、
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
に
移
行
し
ま
す
。

　
現
在
、
移
行
作
業
が
進
行
中

で
す
が
、こ
の
国
保
の
広
域
化
、

都
道
府
県
単
位
化
に
よ
っ
て
当

市
の
来
年
度
の
国
保
税
は
ど
う

な
る
の
か
不
安
は
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
制
度
移
行
に
よ

る
国
保
税
の
引
き
上
げ
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

国
保
税
率
な

ど
の
市
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
今
般
示
さ
れ

た
第
３
回
の
試
算
結
果
を
さ
ら

に
分
析
す
る
と
と
も
に
、
国
に

よ
る
財
政
支
援
の
効
果
と
か
、

県
の
運
営
方
針
、
さ
ら
に
は
医

療
費
適
正
化
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
て
適
正
な
税
率
水
準
等
に
つ

い
て
、
今
後
、
総
合
的
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
第
３
回
試
算
は
、
厚
労
省
が

制
度
移
行
に
と
も
な
う
加
入
者

負
担
の
急
変
を
極
力
避
け
る
姿

勢
を
明
確
に
し
た
こ
と
が
最
大

の
特
徴
で
す
。

　
当
市
で
、
制
度
移
行
に
よ
る

国
保
税
の
引
き
上
げ
、
加
入
者

へ
の
負
担
を
ど
う
す
る
か
、
今

後
の
検
討
と
の
こ
と
で
す
が
、

基
本
的
な
姿
勢
に
つ
い
て
求
め

る
と
と
も
に
、
制
度
移
行
に
よ

る
来
年
度
の
加
入
者
負
担
の
引

き
上
げ
は
な
い
よ
う
に
強
く
要

請
し
ま
す
。

あ
と
半
年
位

で
決
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
法

定
外
一
般
会
計
繰
り
入
れ
は
、

被
保
険
者
の
負
担
が
急
激
に
増

加
し
な
い
よ
う
計
画
的
、
段
階

的
に
行
う
べ
き
と
し
て
い
る
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
判
断
材
料
が

そ
ろ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
よ

く
精
査
し
て
、
作
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
市
の
行
政
組
織
条
例
に
は

市
民
生
活
部
に
地
域
自
治
の
振

興
に
関
す
る
こ
と
と
あ
り
ま
す

が
、市
の「
地
域
自
治
」ま
た「
自

治
組
織
」
は
条
例
上
で
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

か
、
規
則
に
は
「
行
政
の
末
端

滲
透
を
図
り
そ
の
円
滑
な
る
運

営
を
期
す
る
」と
あ
る
だ
け
で
、

「
自
治
」
と
い
う
文
言
は
ひ
と

つ
も
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
地
域
自
治
は
、
今
後
の
当
市

の
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
条

例
で
き
ち
ん
と
位
置
づ
け
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

市
で
は
地
域

自
治
に
関
す

る
条
例
は
設
け
て
い
ま
せ
ん

が
、
常
陸
大
宮
市
区
制
設
置
に

関
す
る
規
則
に
よ
り
、
区
を
単

位
と
し
て
地
域
の
運
営
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

16

保
健
福
祉
部
長
／

今
後
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す

来
年
度
の

国
保
税
の
引
き
上
げ
は
あ
る
の
か

「地域自治」の
条例上の位置づけは
市民生活部長／
地域自治に関する条例は設けてない

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

市
民
生
活
部
長

国保の都道府県化で
国保税はどうなる？



一 問質般

　

人
口
減
少
問
題
は
、
地
域
経

済
や
自
治
体
財
政
、
医
療
や
介

護
、
各
種
産
業
や
教
育
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
か
か

わ
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
影
響
を
与

え
、
ひ
い
て
は
地
域
の
崩
壊
に
つ

な
が
る
大
変
に
危
機
的
な
状
況

に
陥
っ
て
し
ま
う
も
の
で
、
早
急

に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
認
識
し
、
現
状
認
識
と

対
策
組
織
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

本
市
の
人

口
は
、
平

成
17
年
と
27
年
の
比
較
で
は
、

５
２
２
１
人
の
減
、
年
間
約

５
０
０
人
ず
つ
減
少
し
て
い
ま

す
。
平
成
72
年
の
総
人
口
を

２
万
２
千
人
と
見
通
し
、
人
口

減
少
対
策
を
最
重
要
課
題
と

し
、
全
庁
的
に
推
進
す
る
組
織

と
し
て
元
気
ひ
た
ち
お
お
み
や

会
議
と
市
創
生
総
合
戦
略
推
進

本
部
を
設
置
し
て
人
口
減
少
対

策
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
人
口
減
少
問
題
へ
の
取

り
組
み
は
、
若
者
の
流
出
を
い

か
に
食
い
止
め
る
か
が
最
も
重

要
で
あ
り
、
安
定
的
に
こ
の
地

で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
仕
事

が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
の
産
業
や
雇
用
の
創
出

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

新
た
な
雇
用

の
場
の
創
出

と
し
て
企
業
誘
致
は
重
要
で
あ

り
、
市
内
の
公
共
用
地
等
の
活

用
も
含
め
、
県
や
関
係
機
関
と

連
携
を
と
り
、
市
内
へ
の
進
出

企
業
の
情
報
収
集
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
内
発
型
の
産
業
の

創
出
の
た
め
、
市
商
工
会
を
中

心
と
し
た
市
内
金
融
機
関
、
県

中
小
企
業
振
興
公
社
な
ど
の
創

業
支
援
事
業
者
と
共
に
創
業
希

望
者
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、

県
外
の
大
学
や
専
門
学
校
で
学

ん
で
い
る
学
生
が
Ｕ
タ
ー
ン
で

地
元
に
戻
れ
る
よ
う
に
、
各
種

就
職
面
接
会
の
開
催
情
報
を
広

く
周
知
し
、
市
内
企
業
に
就
職

三次　弘史
議員

　
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
る

集
客・交
流
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

本
市
の
豊
か

な
自
然
環
境

な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た

体
験
イ
ベ
ン
ト
や
子
供
た
ち
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
等
を
通
し
て
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
と

共
に
、
交
流
拠
点
と
な
る
観
光

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
充

実
や
農
家
民
泊
、
教
育
旅
行
な

ど
の
体
験
交
流
の
受
入
れ
態
勢

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

で
き
る
よ
う
就
職
支
援
活
動
に

努
め
ま
す
。

　
地
元
の
若
者
が
定
住
す
る
た

め
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

元
気
ひ
た
ち

お
お
み
や
結

婚
応
援
事
業
を
始
め
、
結
婚
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に
つ
い

て
支
援
を
行
う
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
取
得

奨
励
金
の
交
付
や
低
金
利
ロ
ー

ン
の
創
設
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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人口減少問題、
現状認識と対策組織は
政策審議監／
全庁的、組織的な取り組みを推進

農家民泊
（東京都豊島区の子供たち）

産
業
・
雇
用
対
策
は

産
業
観
光
部
長
／

企
業
誘
致
、
創
業
支
援
、

就
職
支
援
に
努
め
る

若
者
定
住
対
策
は

政
策
審
議
監
／

結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
を
支
援

交
流
人
口
の
拡
大
は

政
策
審
議
監
／

体
験
交
流
の
受
入
れ
充
実



一 問質般

大貫　道夫
議員

　
今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改

正
は
教
育
現
場
に
大
き
な
負
担

に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
主
な

改
正
点
と
そ
の
目
的
は
。

今
回
の
学
習

指
導
要
領
の

主
な
改
正
点
で
す
が
、

１　

こ
れ
ま
で
の「
生
き
る
力
」

を
よ
り
具
体
化
し
、
知
・
徳
・

体
に
わ
た
る
「
生
き
る
力
」
を

育
む
た
め
に
、
何
の
た
め
に
学

ぶ
の
か
と
い
う
資
質
・
能
力
の

明
確
化
を
図
っ
た
こ
と
。

２　

学
習
の
質
を
高
め
る
取
り

組
み
を
活
性
化
し
て
い
く
た

め
、
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い

学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改

善
を
推
進
す
る
こ
と
。

３　

地
域
の
実
態
に
合
っ
た
教

育
内
容
や
人
的
・
物
的
確
保
、

教
育
課
程
の
改
善
と
学
校
の
教

育
活
動
の
質
の
向
上
を
図
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
推
進
す
る
こ
と
。

４　
「
特
別
な
教
科　

道
徳
」

を
位
置
づ
け
、
小
学
校
は
平
成

30
年
４
月
か
ら
、
中
学
校
は
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
や
、
小
学
校
３
・
４
年

生
に
外
国
語
活
動
、
５
・
６
年

生
に
対
し
て
は
外
国
語
科
（
英

語
）
が
新
設
さ
れ
、
平
成
32
年

度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
こ
と
、

の
４
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改

正
が
、
市
の
教
育
行
政
に
与
え

る
影
響
は
。

市
教
育
行
政

に
与
え
る
影

響
で
す
が
、
ま
ず
英
語
の
新
設

で
す
。
小
学
校
３
・
４
年
生
の

外
国
語
活
動
が
週
１
コ
マ
、
年

間
35
コ
マ
、
５
・
６
年
生
の
外

国
語
科
（
英
語
）
が
週
２
コ
マ
、

年
間
で
70
コ
マ
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
こ
の
授
業
は
担
任
が
行
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校

で
は
授
業
時
間
の
確
保
や
指
導

法
の
研
修
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
で
は
授
業
担
当
者
へ
の
指

導
法
研
修
の
支
援
体
制
の
構
築

や
英
語
の
免
許
保
有
者
が
い
な

い
学
校
も
多
い
こ
と
か
ら
英
語

の
免
許
を
持
っ
た
教
員
の
配
置

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
徳
は
、
新
学
習
指

導
要
領
に
先
立
ち
、
小
学
校
で

は
来
年
度
か
ら
、
中
学
校
で
は

平
成
31
年
度
か
ら
先
行
実
施
さ

れ
ま
す
。
い
ま
ま
で
も
道
徳
は

担
任
が
行
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
時
間
数
の
増
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
教
科
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
新
た
に
記
述
式
の
評
価
が

加
わ
り
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
こ
の
新
し
い
評

価
に
つ
い
て
研
修
す
る
こ
と
に

な
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も

評
価
手
法
の
指
導
や
研
修
の
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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一 問質般

　
文
科
省
の
平
成
28
年
度
教
員

勤
務
実
態
調
査
を
踏
ま
え
て
、

市
内
小
中
学
校
で
の
勤
務
実
態

は
。

今
年
６
月
に

市
内
教
員
の

時
間
外
勤
務
の
実
態
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
月
80
時
間
以
上
の

時
間
外
勤
務
を
し
た
教
員
は
、

小
学
で
約
１
割
、
中
学
校
で
５

割
で
し
た
。
小
学
校
で
は
教
務

主
任
と
新
採
が
、
中
学
校
で
は

部
活
動
の
教
員
が
該
当
し
て
い

た
と
い
う
結
果
で
し
た
。
本
年

４
月
文
部
科
学
省
が
公
表
し
た

調
査
結
果
で
の
小
学
校
で
約
３

割
、
中
学
校
の
約
６
割
と
い
う

数
字
と
比
較
す
る
と
、
若
干
低

く
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
教
育

委
員
会
と
し
て
は
重
く
受
け
止

め
て
い
ま
す
。

　
長
時
間
勤
務
に
な
る
原
因
は
。

生
徒
指
導
、

保
護
者
対

応
、
会
議
の
回
数
が
多
い
、
会

議
時
間
が
長
い
、
文
書
処
理
等

の
ほ
か
に
中
学
校
で
は
や
は
り

部
活
動
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の

確
保
は
。

事
務
の
共
同

実
施
の
導

入
、
指
導
要
録
や
通
知
表
等
の

市
独
自
シ
ス
テ
ム
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
各
学
校
で
は
会
議
回

数
の
２
割
削
減
を
目
標
と
し
、

教
育
委
員
会
で
は
、
調
査
や
依

頼
文
書
等
を
必
要
最
低
限
に
縮

減
す
る
な
ど
と
し
て
、
子
ど
も

と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
教
員
が
時

間
的
余
裕
を
も
ち
、
子
ど
も
と

の
人
間
的
交
流
を
深
化
さ
せ
る

こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
成
長
に
資
す
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉川　美保
議員

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ

プ
さ
れ
る
情
報(

緊
急
を
含
む)

が
自
動
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
配
信
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

ま
た
、
緊
急
避
難
情
報
配
信

に
は
、 「
ク
レ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
」

の
よ
う
に
導
入
経
費
が
手
軽
な

も
の
も
あ
り
ま
す
。
ど
こ
に
い

て
も
目
と
耳
で
情
報
を
受
け
取

れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
。

安
全
ま
ち
づ

く
り
推
進
課

が
整
備
を
進
め
て
い
る
防
災
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
音
声
に
よ
る

防
災
緊
急
情
報
等
の
発
信
の
ほ

か
に
メ
ー
ル
一
斉
配
信
も
可
能

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
行

政
情
報
等
の
発
信
に
つ
い
て
は
、

他
市
の
事
例
等
を
参
考
に
し
て

検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

ク
レ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア

 

… 

住
ん
で
い
る
自
治
体
か
ら
音
声
と

テ
キ
ス
ト
を
一
斉
配
信
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
局
。
災
害

時
に
は
住
民
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
を
強
制
起
動
し
て
、
音
声

と
文
字
で
情
報
を
伝
え
ま
す
。

19 議会広報第52号

政
策
審
議
監
／

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

で
対
応
し
て
い
く

行
政
情
報
の
一
斉

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を

小中学校教員の
勤務の状況は
教育長／
時間外勤務の実態は
重く受け止める

教
育
長

教
育
長

教
育
長

政
策
審
議
監

一般社団法人協働プラットフォームホームページより掲載



大
地
の
芸
術
祭
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

３
年
に
１
度
開
催
し
て
い
る
「
大
地
の
芸
術
祭
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
」
は
世
界
最
大
級
の
野
外
ア
ー
ト
展
と
し
て
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
来

訪
者
が
あ
る
。
野
外
を
舞
台
に
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
取
り
組
み
、
２
０
１

５
年
に
、
51
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
参
加
集
落
１
１
０
件
、
作
品
３
７
８
件
、

経
済
波
及
効
果
は
50
億
円
と
い
わ
れ
、
来
場
者
が
地
域
に
も
た
ら
す
影
響
は
非

常
に
大
き
い
。
地
元
の
組
織
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
お
母
さ
ん
た

ち
が
豊
か
な
食
材
で
地
産
地
消
の
お
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
で
来
訪
者
が
増
加

し
て
い
る
。

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
地
域
自
治
推
進
事
業
に
つ
い
て

　

十
日
町
市
自
治
組
織
は
平
成
19
年
に
設
立
し

「
地
域
自
治
推
進
事
業
推
進
交
付
金
」
の
基
金
積

立
金
30
億
円
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
24
年

度
ま
で
の
６
年
間
で
積
み
立
て
完
了
し
て
い
る
。

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
運
用
益
を
原
資
に

市
内
13
地
域
に
交
付
し
て
い
る
。

　

通
常
の
交
付
金
で
は
実
施
出
来
な
い
規
模
の

事
業
な
ど
に
取
り
組
む
際
、
該
当
す
る
事
業
を

対
象
に
１
５
０
万
円
を
上
限
に
審
査
会
で
審
査

し
て
交
付
し
て
い
る
。

町
並
み
修
景
事
業
に
つ
い
て

　

小
布
施
町
は
昭
和
45
年
頃
は
果
樹
を
中
心
と

し
た
農
業
立
町
だ
っ
た
。
文
化
遺
産
を
活
か
し

た
文
化
立
町
、
団
地
宅
地
造
成
、
北
斎
館
建
設

等
に
よ
り
、
現
在
は
栗
菓
子
老
舗
は
来
客
が
増

え
、
町
並
み
修
景
事
業
は
、
官
民
一
体
で
構
築

し
て
町
並
み
が
賑
や
か
に
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
し
て
小
布
施
修
景
を
考
え
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

核
家
族
化
と
少
子
化
の
進
行
の
中
で
、
孤
立
し
た
り
子
育
て
に

不
安
を
感
じ
る
子
育
て
中
の
親
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ

よ
う
育
児
支
援
を
行
う
た
め
に
、
市

内
７
地
域
す
べ
て
に
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
子
育
て
親
子
の

交
流
の
場
の
提
供
と
交
流
の
促
進
、

子
育
て
等
に
関
す
る
相
談
・
援
助
、

地
域
の
子
育
て
関
連
情
報
の
提
供
、

子
育
て
及
び
子
育
て
支
援
に
関
す
る

講
習
会
等
の
実
施
な
ど
の
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

　

旧
豊
里
町
地
区
で
は
、
以
前
よ
り
基
礎
学
力
の
不
足
や
生
徒
指

導
上
の
課
題
を
か
か
え
て
い
た
。
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
は
、
こ

れ
ら
の
解
消
を
主
な
狙
い
と
し
て
い
た
。
平
成
15
年
11
月
に
内
閣

府
よ
り
旧
豊
里
町
地
区
が
「
小
・
中
一
貫
教
育
特
区
」
と
し
て
の

認
定
を
受
け
、平
成
16
年
度
よ
り
小
中
一
貫
教
育
が
開
始
さ
れ
た
。 

　

学
年
区
分
に
つ
い
て
は
、
当
初
よ
り
３
・
４
・
２
制
が
と
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
区
分
と
な
っ
た
理
由

の
ひ
と
つ
は
、
基
礎
学
力
の
向
上
を

目
指
し
て
、
４
年
生
か
ら
英
語
指
導

や
一
部
教
科
担
任
制
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
。
学
力
面
で
は
「
エ

リ
ー
ト
を
育
成
す
る
た
め
の
特
殊

な
学
力
向
上
策
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
基
礎
学
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
」
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

総務常任委員会

文教福祉常任委員会

７月11日～７月12日

８月２日～８月３日
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新
潟
県
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県
小
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宮
城
県
大
崎
市

宮
城
県
登
米
市

長野県小布施町 新潟県十日町市

宮城県登米市 宮城県大崎市



請願

陳情

番号 件　　　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会 結果

第７号 根本地内市道2361号線拡幅改良に関
する請願書

根本区長　瀬谷邦男
他9名 秋山信夫 経済建設 採択

第８号
アザレアカントリークラブ開発事業

「サービス付き高齢者向け住宅」建設
に反対する請願書

小松区長　三村　操
外1275名 掛札行雄 文教福祉 採択

第９号 若い人も高齢者も安心できる年金制度
を求める請願

全日本年金者組合常陸
大宮支部　
支部長　篠田栄子

金子　卓 文教福祉 継続審査

第10号 教育予算の拡充を求める請願 茨城県教職員組合
吉田　豊　ほか103名 大貫道夫 文教福祉 採択

番号 件　　　　名 提　出　者 付託委員会 結果

第2号「東海第２原発の20年延長申請に反対する 
意見書」提出を求める陳情書 切石トシコほか1125人 総務 趣旨採択

あなたが出された 請 願・ 陳 情 は！

政治家が選挙区内の人に、
お金や物を贈ることは、
法律で禁止されています。
違反すると、処罰されます。
また、有権者が寄附を求める
ことも禁止されています。

政治家の
寄附は禁止。
有権者が
求めることも
禁止。
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編
集
後
記

　
「
読
書
の
秋
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・

食
欲
の
秋
」
さ
て
皆
さ
ん
は
、

ど
の
秋
を
堪
能
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

9
月
定
例
議
会
に
お
い
て
は
、

平
成
28
年
度
の
予
算
執
行
が
適

切
で
あ
っ
た
か
慎
重
審
議
の
も

と
、
決
算
の
認
定
に
至
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
が
「
今
日
の

安
心
と
明
日
へ
の
希
望
」
を
抱

け
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
広
報
委
員
と
し
て
11
年
、

更
に
見
や
す
く
伝
わ
る
よ
う「
難

し
い
こ
と
を
簡
単
に
、
簡
単
な

こ
と
を
面
白
く
、
面
白
い
こ
と
を

よ
り
深
く
」に
努
め
て
い
き
ま
す
。

委
員　

小
森
敬
太
郎
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議会広報第51号11ページ下段、雪村の説明に誤りがありました。 
お詫びして訂正します。
　〈誤〉 国の重要文化財に６点指定
　〈正〉 国の重要文化財に９点指定

お詫びと訂正

第４回定例会会期日程（予定）

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

月日 曜 会　議 事　　　項
12月５日 火 本　会　議 開会、議案説明

６日 水 休　　　会 議案調査
７日 木 休　　　会 議案調査

８日 金 本　会　議
予算決算常任委員会

議案質疑
補正予算

11日 月 常任委員会
12日 火 常任委員会
13日 水 常任委員会
14日 木 本　会　議 一般質問
15日 金 本　会　議 一般質問
18日 月 休　　　会 議案調査

19日 火 本　会　議 委員会審査報告、
質疑、討論、採決、閉会

※都合により日程を変更する場合があります。

10月1日（日）常陸大宮市文化センター（ロゼホール）前広場で開催!!
晴天のもと、各店自慢のオリジナル料理を求め、多くの人でにぎわいました。

第49回御前山体育祭が開催されました。最後の種目区対抗リレー
がスタートしたところです。

表紙の言葉
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まち
かどか

ら…
まち
かどか

ら…

議会を傍聴してみませんか？
　傍聴券は、会議の当日に傍聴受付（４階議
会事務局）において、先着順により交付します。
　傍聴人の定員は30人です。定員を超えた場
合は、４階傍聴ロビーのモニターでご覧い
ただけます。
（第３回定例会の傍聴者は延べ42人でした。）


